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７
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生
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た
し
ま
し
た「
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州
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に
な
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た
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日
本
は
そ
の
位
置
や
地
形
、地
質
な
ど
を
考
え
る
と
、地
震
や
津
波
、台

風
、集
中
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
に
対
し
非
常
に
脆
弱
な
国
土
で
あ
り
ま

す
。民
主
党
政
権
に
な
り「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、地
域
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら
す
る
と
、必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
中
止
は
人

の
命
ま
で
も
奪
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
生
命
と
財
産
を

守
る
」、こ
れ
こ
そ
が
政
治
の
一
番
の
役
割
で
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
、こ
の
こ
と
を
信
念
に
、政
治
活
動
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

元国土交通省事務次官
佐藤信秋 参議院議員が
豪雨被災地を視察

被災地ボランティア活動

九州北部豪雨災害報告
九州北部豪雨にて被災された皆さまに、心からお見舞い申し上げます。

大雨で被災した地区の土砂出しの作
業を手伝ってきました。少しでもお役
に立てればと思い計５回参加しまし
たが、想像以上に土砂がたまっており
大変な作業でした。私たち以外にも
多くのボランティアの皆さんが県内外
から来ており、日本人の絆の深さを改
めて実感しました。

（写真提供：熊本市）

熊本市龍田陣内地区

（写真提供：九州地方整備局）

熊本市龍田地区
(社)熊本青年会議所の仲間と

阿蘇地区  
九州学院楕円倶楽部（ラグビー部OB・OG会）の仲間と

佐藤信秋氏 プロフィール

◆人的被害 【9月14日現在】
・死者   ………………… 23人（阿蘇市21、南阿蘇村2）
・行方不明者 …………… 2人（阿蘇市1、高森町1）
・重軽傷者 ……………… 3人（南阿蘇村2、阿蘇市1）
・軽傷者 ………………… 8人（熊本市3、菊池市2 他）

◆住家被害 【9月14日現在】
・全壊…………211棟（阿蘇市103、熊本市87、南阿蘇村9、五木村4、相良村3 他）
・半壊………1,287 棟（阿蘇市1,120、熊本市145、高森町3、大津町17、南阿蘇村1 他）
・床上浸水……513棟（熊本市322、菊池市80、菊陽町29、芦北町29、大津町16 他）
・床下浸水 …1,625棟（熊本市494、阿蘇市615、菊池市132、芦北町101、菊陽町52 他）
・一部破損  …… 17棟（菊池市6、芦北町4、南阿蘇村2 他）

◆被害総額712.0億円 【9月14日現在】
・公共土木施設等  ………184.22億円
・農林水産関係  …………454.03億円
・商工業等   ………………  47.65億円
・教育関係施設  …………… 8.74億円
・福祉・医療関係 ………… 10.97億円
・環境生活関係  …………… 5.86億円
・警察施設  ………………… 0.51億円

◆9月議会速報
9月補正予算（災害関係分）約 313.7 億円

災害関係分の予算対応状況
・7月補正予算（7.23専決）…約 35.6億円
・8月補正予算（8.8専決）… 約104.3億円
・9月補正予算（9.13） ……  約313.7億円

  計   ………………………   約453.6億円

7月12日災害発生。甚大な被害を確認、すぐに元
国交省事務次官の佐藤信秋参議院議員に現状
報告をするとともに、至急現地視察を依頼。7月
15日佐藤参議被災地入り、視察に随行。一日も
早い復旧復興のために「激甚災害指定」を強く要
望。佐藤参議も深刻な被害状況を目の当たりに
し、その場で国交省に直接電話し敏速で柔軟な
対応を指示。

7月31日、農業関連の激甚災害指定を閣議決定。
8月10日には公共土木施設関連も激甚災害に追
加指定。
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7月15日

昭和22年  新潟市中央区附船町に生まれる
昭和41年  新潟県立新潟高校卒
昭和47年  京都大学大学院修士課程修了
昭和47年  建設省入省
平成14年  国土交通省道路局長
平成16年  技監
平成17年  事務次官（平成18年7月退官）
平成19年  参議院議員選挙初当選

参議院主な役職

・国土交通委員会理事  
・災害対策特別委員会理事  
・東日本大震災復興特別委員会理事
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［お知らせ］次回平成24年12月定例議会において、一般質問を行う予定です。

3月22日（木） 蒲島知事個人演説会
出水南コミュニティセンター

アメリカ研修報告 研修期間

ジョージタウン大学日米リーダーシッププログラム 西村 　賢（宮崎県議会議員）

福田 俊史（鳥取県議会議員）

清水 敏男（福島県議会議員）

尾田 一郎（大阪府議会議員）

幣原　 都（兵庫県議会議員）

吉田 芳朝（埼玉県議会議員）

川 裕一郎（石川県議会議員）

橋口 海平（熊本県議会議員）

2012年5月6日～13日 研修場所 ワシントンD.C.

このプログラムは、日米関係の重要性について理解を深め、将来に
わたり両国の友好関係を促進するキーパーソンの育成を目的とし
ており、8名の府・県議会議員で参加しました。

講義内容は、宗教と政治・憲法・アメリカの政治システム・
危機管理などでした。

ジョージタウン大学での講義

多少の考え方の違いはありましたが、
アメリカの国会議員の方々との意見
交換はこれからの政治活動において
も大変参考になるものでした。

アメリカの国会議員の方 と々
様々な場所を見学しました

　アメリカワシントンDCにあるジョージタウン大学で行われた、日米
リーダーシッププログラムに参加、米国会議員や市長、ジョージ・w・
ブッシュ前大統領のシニアスタッフ、元NSC（アメリカ国家安全保障会
議）の部長、米国シンクタンク・ヘリテージ財団の方など、日頃直接話し
を伺うことが出来ないような方々の講義を受けてきました。
　アメリカについてすぐスミソニアン博物館に連れて行かれエノラゲ
イ（日本に原爆を落としたB29）を見せられたのですが、この実物を見
せられた時、悔しさがこみ上げてきました。プログラムの最初に「エノラ

ゲイとは！？」。強い国アメリカ、と
いうことか。今、領土問題や防衛、
経済問題など国家間の軋轢がク
ローズアップされていますが、弱

蒲島知事2期目への挑戦3月

出水南どっとネットとしてチャレンジデーに参加
（海平杯グランドゴルフ大会）5月

3月20日（火） 蒲島知事ゆめタウン前

3月25日に熊本県知事選挙が
投開票され、蒲島知事が2期目
の当選を果たされました。

※チャレンジデーとは、毎年5月の最終水
曜日に世界中で実施されている、住民参
加型のスポーツイベントです。

多くの皆様にご参加頂き、皆で爽や
かな汗を流しました。

研
修
参
加
者

腰外交といわれる日本ももっと自信と誇りを持って、強く外交に当たら
なければならないという事を痛感しました。
　昨年の東日本大震災は、原発事故の件もあり滞在中にもニュースで
流れるなど米国でも関心は高いようで、危機管理の講義においてヘリ
テージ財団のダニエル氏は「日本人は幼い時から世界で一番災害に
備えている国民。学校で避難訓練をしている国は他にはない。東日本
大震災時の日本人の秩序ある行動は世界の称賛に値する」と話し
ておりました。日本に住んでいると、最近は
秩序や礼節が無くなって
きたと危惧していたので
すが、世界から見ると日本
はまだまだ素晴らしい国で
あり、今こそ失われつつあ
る日本人の心をもう一度取
り戻し世界の範とならなけ
れば、と感じました。

Dan Benishek M.D.氏

Justin Amash氏Braian P.Bilbray氏

ジョージタウン大学
日米リーダーシッププログラムが
Japan Times に掲載されました。

修了証

ホワイトハウス

ジェラルド・フォードミュージアム
フォード大統領が使用したデスク

国務省

5月30日（水）

6月17日（日）4月28日（土）

7月24日（火）～28日（土）
自民党全国青年局有志研修会(沖縄)7月 8月15日（水）～19日（日）

（社）熊本青年会議所
第8回 阿蘇→熊本徒歩の旅8月

自民党全国青年局有志研修会(東京)9月 9月10日（月）

小泉進次郎青年局長と

沖縄で開催された自民党青年局の研修会に参加、特に米軍基地の問
題について勉強してきました。沖縄の基地問題は日本の防衛だけでは
なく、東アジアの安全保障にかかわる非常に重要な案件であります。
米軍の普天間基地、嘉手納基地、そして辺野古を視察。普天間基地の
周辺は住宅地で、住民は騒音に悩まされ、また２００４年には隣接す
る大学にヘリが墜落するなど、世界で一番危険な基地だと実感しまし
た。１９９９年に当時の稲嶺知事が基地移転先を名護市辺野古にする
ことを決定し、名護市議会も受け入れを表明しました。このことは沖
縄の方々の勇気ある決断だったと思います。アジアの安全は沖縄が守
る、という誇りからこの決断をしたのです。しかし民主党政権になり鳩
山元総理が「最低でも県外」と出来もしないような公約を掲げ、結果
沖縄の方々を苦しめる形となりました。私たちはもう一度、安全保障
と基地問題、なぜ沖縄に基地が必要なのか、このことを考えなければ
ならないと思います。

100人の小学生が大学生ボランティア、JCメンバーと5日間で
100kmを歩き抜く「阿蘇→熊本徒歩の旅」、今年も全員無事ゴール。
これは、青少年の育成と大学生ボランティアの育成を同時に行う事業
です。子ども達やボランティアの成長には目を見張るものがあり、私た
ち自身も毎年多くの事を学ばせてもらっています。この体験を通じて感
謝の心や生きる力、協調性を身に付け、未来に向かって強く羽ばたいて
ほしいと思います。

自民党青年局
全国一斉街頭演説

4月
6月

自民党の青年局にて4月には領土問題や憲法改正
問題、さらに6月には拉致問題について全国一斉
街頭演説を行いました。

竹島や尖閣諸島問題が連日
報道されるなか、自民党青年
局の領土に関する研修会に参
加しました。講師は石破茂衆
議院議員、新藤義孝衆議院議
員、外交評論家の岡本行夫氏
と前駐中国大使の宮本雄二
氏の4氏。内容は竹島や尖閣
諸島、そして北方領土の問題
まで幅広く、今まで我が国において領土についての教育がなされてい
なかったことを再認識しました。「なぜ竹島や尖閣諸島、北方領土が日
本の領土なのか」。私たち政治家はもちろんのこと、日本国民がその歴
史的根拠をしっかりと勉強し、諸外国からの領土権主張に対し論破で
きるようにならなければならないと感じました。

県民の皆さまのためにエネルギッシュに活動しています!!

アメリカ研修を終えて


